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氏 名：近藤 元博

略 歴：1987年 トヨタ自動車株式会社

  生産企画部担当部長 総合企画部部長

第１トヨタ企画部部長 戦略副社長会担当部長 他を歴任

  国内外の資源、エネルギー、化学物質、環境管理

  生産企画、経営企画、事業企画等事業戦略を担当

2020年 愛知工業大学総合技術研究所 教授

  産学連携、地域連携等を通じ、脱炭素社会、

資源循環社会の実現に向けて研究開発、技術支援、政策支援、教育に従事

委員歴：経済産業省 総合資源エネルギー調査会 

脱炭素燃料政策小委員会 カーボンマネジメント小委員会

内閣府 国土強靱化推進会議 他

受賞歴：化学工学会技術賞 市村地球環境産業賞 リサイクル技術本多賞 他

Profile
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脱炭素に向けた取組戦略

規制・制度
企業投資・需要側の

行動を変えていく

カーボン
プライシング

当初低い負担から、

徐々に引き上げ方針を
あらかじめ明示
• 23FY 排出量取引試行

• 26FY 排出量取引本格稼働

• 28FY 化石燃料賦課金導入

• 33FY 有償オークション導入

先行投資支援
20兆円規模

産官合わせて150兆円

投資を後押し

規制・制度の高度化
①財源
②炭素排出への値付けによる、事業者に
とっての予見性の向上、GX関連製品・
事業の相対的な競争力の向上

「規制・制度」と「支援」の両輪

CPは①先行投資支援の裏付けとなる将来財源②GX関連製品・事業の競争力を高める
「支援」と並び「規制・制度」の強度を適切に高めることで、投資促進効果を更に高める



エネルギーの安定供給 脱炭素社会の実現 産業競争力の強化
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2040年に向けた我国の基本方針

地球温暖化対策計画
国連に向け次の国家目標（NDC）を提示

温室効果ガス2035年▲60％ 2040年▲73％

エネルギー基本計画
我国の温室効果ガスの85％がエネルギー起源のCO2

中長期的なエネルギー対策を立案

GX2040ビジョン
脱炭素を経済成長につなげる産業政策

国際競争力の脱炭素産業を実現
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我国の2040年削減目標

出典：環境省に加筆

▲23.3％
10.2億トン



GX産業構造

強みを有する国内産業立地の推進

次世代技術によるイノベーションの具体化

社会実装加速の方策

GX産業立地

脱炭素電源、送電線の整備状況や、

新たなエネルギーの供給拠点等を踏まえた

産業立地のあり方

GX市場創造
カーボンプライシングの詳細制度設計を

含めた脱炭素の価値が評価される市場造

強靭な
エネルギー
供給

エネルギーが産業競争力を左右する中、

強靱なエネルギー供給を確保
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我国の2040年に向けて GX2040

GX204０ビジョン目標

出典：NHKに加筆
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第7次エネルギー基本計画

最終エネルギーは減少 熱:減少 電力：増加

出典：経済産業省

40年度時点のGHG削減幅：13年度比で73%削減を暫定値として設定
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電源構成 変更のポイント

第7次エネルギー基本計画（電源構成）

出典：NIKKEI-GX
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カーボンフリーエネルギー 太陽光等再エネ、原子力、水素等利用

カーボンニュートラルエネルギー バイオマス利用、廃棄物利用

非
化
石
資
源

合成ガス、合成燃料、SAF

CO2分離、回収、貯留 地下貯留、海底貯留

CO2リサイクルエネルギー

化
石
資
源

省エネルギー 高効率化、ロスの低減、排エネルギー利用

脱
炭
素
社
会
の
実
現

脱炭素はエネルギー構造を変える



10

適 応
気候変動に強いレジリエンスな経営体制

災害に強い仕組みとその対応の加速が必要

緩 和
気候変動を抑制する脱炭素経営

CO2の見える化、削減の加速が必要

脱炭素でサプライチェーンを守る
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脱炭素は産業構造、産業立地を変える 出典：内閣官房GX産業立地ワーキング
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脱炭素は産業構造、産業立地を変える コンビナート
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脱炭素は産業構造、産業立地を変える 脱炭素電源活用団地

出典：京セラコミュニケーションシステム

北海道石狩市 再エネデータセンターを核とした地域エネルギーシステムの構築



原料生産 農業連携 燃料生産 工業間連携

ソルガム生産

燃料利用 商業連携

脱炭素は産業構造、産業立地を変える 新たな農工商連携

脱炭素燃料のエタノールを原料生産、燃料生産、燃料利用に至る一貫した
サプライチェーン構築を官民連携、産業間連携により目指す

バイオエタノール生産 合成燃料生産

肥料

酸素 14

肥料

酸素 水素

CO2
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水素等カーボンニュートラル資源を中心とした

産業連関への変換

新たな産業「水素サプライチェーン構築」

地域産業のサプライチェーンが変わる

コンビナートはその一翼を担う重要な産業

出典：経済産業省を加筆



ゼロカーボン

プラント

水素等カーボンニュートラルエネルギー・資源

カーボン
サーキュラー
マテリアル
エネルギー

合成ガス

合成燃料

合成プラスチック など

カーボン
ニュートラル
マテリアル
エネルギー

CO2

新たな産業ポテンシャル「脱炭素サプライチェーン」

カーボン
ニュートラル

インダストリー
プロダクツ

自動車

窯業

電機、電子

機械 など

CCS：CO2回収、輸送、貯留

火力発電

石油化学

製鉄

セメントなど

ローカルカーボン
ニュートラル
エネルギー

太陽光

風力

バイオマス

中小水力 など

電力

燃料

プラスチック

鉄 など

脱炭素エネルギー・資源は素材、エネルギーから最終製品までの産業連関を変える
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中部はCN先進地域として再成長
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水素 アンモニアのHUB拠点

整備のニーズ大

CCS出荷HUB拠点

整備のニーズ大

CCU事業化のプレーヤー

コンビナートなど好立地

サプライチェーン全体でCN実現

エネルギー/素材/製品が

揃った産業基盤

中部地区のグランドデザイン

水素HUB拠点＋
NETWORK

アンモニアHUB拠点＋
NETWORK

CCS‐HUB拠点＋
CCU‐NETWORK
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さいごに

脱炭素の進展で社会が変わります

脱炭素が市民生活を変える
脱炭素が地域を変える

脱炭素が企業の在り方変える

脱炭素はモノづくりを成長させるチャンス
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